
 

 中学校体験航海  

本日、神海丸では中学生体験航海が行われました。 

中学生に水産高校でどのような実習が行われ、どのような設備、施設があるのか知ってい

ただくため神海丸に乗船してもらいました。 

天候が不安定で釣り実習が行えるか不安でしたがなんとか実施することが出来ました。 

中学生が行う前に少し糸を垂らしてみると・・・・なんと一投目でイカが釣れました！今日は

大漁か！？とわくわくしていましたが、前半組では釣れていましたが後半組になるとイカ

の姿がいつの間にか見えなくなっていました・・・どうやら大型の鯛がイカを捕食しに集まっ

て来てしまったようです・・・ 

船内では専攻科生が優しく居住区について説明を行っている様子や船橋、機関室の設備

について説明を行ってくれました。普段私たちが当たり前のように生活しているこの空間

も中学生にとってすべてが始めての経験になります。説明を聞いている中学生のキラキラ

した目を見ると「説明して良かった」と嬉しい気持ちになりますね。 

相手に説明する、考えを伝えることは、まず相手に伝えるにはどうしたら良いか、どのよ

うに伝えるか考えながら話すことが必要です。そうして説明することで自分自身がより深く

理解することが出来ます。専攻科生は将来士官として部員に対し指示を出すことになりま

す。専攻科生にはこの体験航海を通して話す力、伝える力を身に付けてほしいと思います。 
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